
Introduction                                                                                    　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・犬の寿命の延長に伴い、寿命への影響を与える因子や健康に対する関心が高まっている 

・寿命に関する既報はあるが、より大規模かつバイアスの少ない寿命に関するデータが必要である 

・また、症例の状態や種々の獣医療が寿命に対して与える影響についてのエビデンスは少ない 

＜目的＞ 

アメリカの一次診療施設に来院した犬において、寿命に関連する因子を特定すること 

Materials and Methods                                                                        　　　　　　　　　　　　　　　　　　      

・レトロスペクティブコホート研究 

＜組み入れ基準＞ 

▷2010/1/1から2012/12/31の間に、Banfield Pet Hospitalグループの病院に2回以上来院した3ヶ月齢以上の犬 

▷生年月日、品種、避妊去勢手術の有無が不明な症例は除外 

・生殖状態、体格、品種、年齢、受診回数、歯科処置の頻度、肛門腺絞りの頻度などを記録 

・生殖状態、体格および品種の状態について犬の生存曲線を作成 

・多変量Cox回帰比例ハザード解析を行い、寿命に関連する因子を同定 

Results                                                                                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         

・787病院より2,370,078頭を組み入れた（期間中に3.6%は死亡、4.0%は安楽死） 

・雑種犬は純血種よりも生存期間は有意に長く、体重増加に伴い顕著であった（Table 2, P<0.001） 

・避妊去勢手術を受けた犬の生存率は受けていない犬よりも優位に高かった（Table 2, P<0.001） 

・歯科処置の頻度の増加とともに死亡リスクが減少した（Table 2, P<0.001） 

Discussion                                                                            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              

・本研究は既報と比較して最も大規模であり、一般集団への外挿も容易であると考えられる 

・体格と避妊手術が寿命に与える影響についての過去の報告と一致した 

・品種、避妊去勢手術と平均寿命との関連についての新たなデータとなった 

・歯科処置の頻度や肛門腺絞りの処置が寿命の延長に関連することが示された 

Review                                                                                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        

・オーナーへの説明の中でエビデンスに基づいた説明が可能となる 

・歯科処置に関するデータが少なく、寿命との関連性をより具体的に検討していく必要性がある 

生殖状態
未避妊雌 未去勢雄 避妊雌 去勢雄

9.8% 13.6% 38.2% 38.4%

体格
小型(＜9.1 kg) 中型(9.1-22.7 kg） 大型(22.7-40.9 kg) 超大型(＞40.9 kg)
52.8% 23.8% 21.6% 1.9%

品種
雑種 純血種
29.8% 70.2%
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Figure 1　生存曲線（体格で分類） Figure 2　生存曲線（生殖状態で分類）


